
オンデマンド・
スクーリングのご案内

With130-5部_四1c[35-40].indd   35 2018/03/06   19:25:54



36

　下記の日程でオンデマンド・スクーリング１～６を開講します。

　受講にあたっては、通信教育部ホームページ下部にある、紫色の【学生
専用　TFUオンデマンド】より【「TFUオンデマンド」利用マニュアル】
を必ずご参照ください。
　なお、「TFUオンデマンド」は、ｐ．５０でご案内のとおり２０１８年４月以降

に改修予定となっています。改修に関する詳細は、確定次第ご案内します。

●オンデマンド・スクーリング　１～６期 �
＜表１＞

期
入学年度別
対象学生
（注３）

科目名 申込締切 受講開始 受講料納
入期限

スクーリング
試験提出締切

（正午）

別レポート
解答期限 
（注４）

受講料

１

２００９～ 医学一般　（注１）

４／８ ４／１９ ４／２９
５／１１

５／２１
５,０００円

２０１８～ 人体の構造と機能及び疾病　（注１） ５,０００円
全学生 公的扶助論　（注１） ５,０００円
～２０１７ 心理アセスメント　（注２） ５,０００円
２０１８～ 心理的アセスメントⅠ　（注２） ５,０００円
２００９～ 社会福祉援助技術総論

５／１８ ５／２８
１０,０００円

全学生 地域福祉論　（注１） １０,０００円

２
全学生 福祉心理学

４／１５ ４／２６ ５／６ ５／２５
５,０００円

全学生 社会保障論　（注１）
６／４

１０,０００円
２００９～ 高齢者福祉論　（注１） ５,０００円

３

２００９～ 社会福祉援助技術総論

４／２９ ５／１０ ５／２０ ６／８
６／１８

１０,０００円
２００９～ 社会福祉援助技術論A ５,０００円
～２０１７ 学習心理学 ５,０００円
２０１８～ 学習・言語心理学 ５,０００円

４

全学生 社会福祉学入門（社会福祉の基礎）

５／１３ ５／２４ ６／３

６／２２
５,０００円

２００９～ 福祉行財政と福祉計画　（注１）
７／２

５,０００円
～２００８ 福祉計画法　（注１） ５,０００円
～２０１７ 心理学概論

６／２９
１０,０００円

２０１８～ 心理学概論A・B １０,０００円
全学生 社会福祉原論　（注１） ７／９ １０,０００円
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５

２００９～ 福祉経営論　（注１）

５／２７ ６／７ ６／１７

６／２９
７／９

５,０００円
～２００８ 福祉施設管理論　（注１） ５,０００円
全学生 ライフサイクルと福祉心理学　（注２） ７,０００円
２００９～ 社会福祉援助技術論B

７／６ ７／１６
５,０００円

２００９～ 社会調査の基礎 ５,０００円
～２００８ 社会福祉援助技術論Ⅱ ５,０００円

６

全学生 統計情報を見る眼　（注１）

６／１０ ６／２１ ７／１ ７／２０

５,０００円
２００９～ 介護概論　（注１）

７／３０
５,０００円

２００９～ 福祉法学　（注２） ５,０００円
全学生 就労支援サービス論 ７,０００円
～２０１７ 老年心理学 １０,０００円
２０１８～ 老年心理学A・B １０,０００円

（注１）資料は受講開始日以降、ご自身でダウンロードしていただきます。
（注２）資料の送付はありません。
（注３）Web別レポートの受付・成績登録は、解答期限翌日以降５日以内に行います。
（注４）入学年度により受講できる科目が異なります。

【申込・受講にあたって】
　申込締切日以降に受付手続きを行います。なお、必要事項はメールで連

絡しますので、受講期間中はこまめにご確認ください。

【申込方法】
　「TFUオンデマンド」（http://www3.netrecorder.jp/tfu/login）より。

　※同一期に複数科目の申込みができます。

　※�初めて受講する方は、「デモ版オンデマンド」の完了および「デモ版

オンデマンド」コンテンツ内の掲示板への発言が必要です。なお、再

入学した場合も改めて必要となります。

　※�申込完了後翌日までに申込受付メール（自動送信）が届かない場合

は、登録メールアドレスや受信設定に誤りがある可能性がありますの

で、必ずご確認ください。
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【受講にあたっての送付・連絡物】

送付・連絡物 通知方法 留意点
受講料納入
依頼書 郵送 申込締切後１週間以内に届かない場

合は、至急お申し出ください。

試験要領

受講開始日以降
「TFUオンデマン
ド」上から自身で
ダウンロード

受講科目のコンテンツ内より自身で
ダウンロードし、必ず内容（スクー
リング試験課題や留意事項等）を確
認してから受講してください。

講義資料
（資料のある
科目のみ）

受講開始日以降
｢TFUオンデマン
ド｣ 上から自身で
ダウンロード（一
部科目は郵送）

郵送の場合は、ダウンロードした
「試験要領」に記載があります。受
講開始日までに届かない場合は、至
急ご連絡ください。

受講開始連絡

「TFUオンデマン
ド」上の「お知ら
せ」および一括送
信メール

受講開始日までに届くことをご確認
ください（メールが届いていない方
はご自身の受信設定をご確認くださ
い）。

【スクーリング講義概要】
　オンデマンド・スクーリング専用のスクーリング講義概要は、「TFUオ

ンデマンド」の「各種申込」よりご確認のうえお申込みください。なお、

「試験要領」と同様の方法でダウンロードも可能です。

【スクーリング試験結果】
　郵送による通知はいたしません。スクーリング試験締切から１カ月程度

で「Web履修状況票」上に表示されます。
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●第２次申込みのご案内 �
　＜表１＞でご案内の科目について、期ごとに第２次申込みを設けます。

　申込みにあたっては、下記を必ずご確認ください。

期 第２次申込締切
受講開始

＋
受講料納入期限

１ ４／２５ ５／５
２ ５／２ ５／１２
３ ５／１６ ５／２６
４ ５／３０ ６／９
５ ６／１３ ６／２３
６ ６／２７ ７／７

【申込方法】
　申込締切日までにオンデマンド係あてにメール（下記参照）。

　・申込先メールアドレス：uod@tfu-mail.tfu.ac.jp

　・メールタイトル：「オンデマンド第２次申込み希望」

　・メール本文：学籍番号、氏名、申込希望期・希望科目

【留意事項】
・�申込みにあたり、不備があった場合は受講不許可となります。

・�＜表１＞の申込締切日より１日でも遅れた場合は、第２次申込みの対象

となります。

・�第２次申込みは各期１回のみの受付とします。期ごとにそれぞれお申込

みください。

・�受付手続きは、申込締切日翌日以降に行います。

・�スクーリング試験提出締切日は、正規申込み＜表１＞のとおりです。

・�受講料納入期限や、スクーリング試験提出締切日の延長はありません。
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　アンケートより、スクーリング講義の感想を抜粋しました。

●カウンセリング演習Ⅰ　末冨　美貴
・２日間のグループワークを通し、実際にやってみて学ぶだけでなく、グルー
プ員のカウンセリングを観察する場面がたくさんあり、とてもよかったで
す。自分ならどう言うか考えながら観察し、「こういう返しもあったのか！」
という発見、学びもたくさんありました。また、お手伝いくださったカウン
セラーみなさんの解説があったため、より理解が深まりました。

・グループワークにより、いろいろな気づきがありました。クライエントの訴
えたいことが話の奥底にあったときなどは、見逃してしまいました。カウン
セリングの基本的態度と技法を折り混ぜて、クライエントの気持ちに寄り添
うことの難しさを痛感しました。

●特講（子どもの貧困）　池上　和子
・自宅のそばにも自立援助ホームがあることを最近知りました。存在もあまり
知られずどのような生活をしているのか、分かりませんでした。そこで生活
している子どもたちの困難を講義で知り、子を持つ親として胸が苦しくなり
ました。自分に何ができるか考えさせられる内容で知識が深まりました。

・漠然と「子どもの貧困」は、ある程度親の責任が大きいと、認識している自
分に気づくことができました。貧困に負けず頑張りなさいという声かけは、
完全に無知の人間が発することだと思います。それぞれの背景にあるものを
踏まえて、社会的に多角的に対処していくことが重要であることを学び考え
ました。

●障害者福祉論　横山　英史
・ノーマライゼーションを実現するには?と考えた時に、ノーマライゼーショ
ンという言葉をわざわざ用いなくとも、皆が自然とそのことについて考えら
れ、実現していくことが当たり前になれたらと思いました。優生思想や障害
者差別の歴史など、より深く学ぼうと思いました。

・自閉症の方を専門に支援しているため、身体障害についてはあまり知識があ
りませんでした。日常生活の中で電車に乗るときの大変さや、エスカレー
ターを利用するときの不便さなど知ることができ、とても学ぶことの多い講
義でした。

スクーリング・アンケートより（４）
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